
【出典】かごしま市の保健と福祉（人口動態統計）（鹿児島市） 【データ】市、両性、全年齢、2011年～2015年合計

１ 不慮の要因による死者の状況

不慮の要因による死者のうち、約２割が交通事故で亡くなっている

交通事故

145人

17.7%

転倒・転落

160人

19.5%

溺死

147人

17.9%

窒息

200人

24.4%

火災等

34人

4.1%

有害物質による中毒

19人

2.3%
その他

116人

14.1%

821人



【出典】消防年報（市消防局） 【データ】市、両性、全年齢、2011年～2015年合計 ※急病、その他（転院搬送等）を除く

２ 事故別救急搬送の状況

救急搬送者のうち、約４割が交通事故に起因している

一般負傷

15,804人

52.1%

交通事故

11,004人

36.3%

自損行為

1,195人

3.9%

運動競技

774人

2.6%

労働災害

795人

2.6%

加害

564人

1.9%

火災

124人

0.4%

水難

47人

0.2% 自然災害

5人

0.0%

30,312人



【出典】交通事故統計分析表（鹿児島県警察） 【データ】市内三署（高速道路を除く）、両性、全年齢、2015年

３ 交通事故発生件数（物損事故を含む）

年間約２万件の交通事故が発生しており、約４，０００人が死傷している



【出典】交通事故統計分析表（鹿児島県警察） 【データ】市内三署（高速道路を除く）、両性、全年齢、2010年～2015年

４ 交通事故発生状況の推移

交通事故の負傷者は減少傾向にあるが、死者は増減を繰り返している
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【出典】交通事故統計分析表（鹿児島県警察） 【データ】市内三署（高速道路を除く）、両性、全年齢、2011年～2015年

５ 交通事故死傷者の発生状況

事故状態別では、自動車等乗車中が８割を占めている

（年）

374人

8.8%

401人

8.9%

416人

9.0%

424人

8.4%

336人

8.4%

359人

8.4%

399人

8.8%

388人

8.4%

514人

10.2%

331人

8.3%

3,524人

82.8%

3,715人

82.3%

3,810人

82.6%

4,121人

81.5%

3,332人

83.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2015

2014

2013

2012

2011

歩行中 自転車乗車中 自動車等乗車中

5,059人

4,614人

4,515人

4,257人

3,999人
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【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ 【データ】市（高速道路を除く）、両性、全年齢、2011年～2015年合計

６ 交通事故による年齢層別死者の状況

交通事故死者は、歩行中の高齢者が多くなっている

計 86人

（歳）

高齢者が４８人（55.8%）
うち、歩行中が３７人

1



【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ 【データ】市（高速道路を除く）、両性、全年齢、2013年～2015年合計
※車両（軽車両を除く）・路面電車に原因（第１当事者のみ）

７ 車両（軽車両を除く）運転者の事故原因

運転者のちょっとした不注意が、交通事故を引き起こしている

計 10,950人

操作不適

956人

8.7%

前方不注意

2,712人

24.8%

動静不注視

1,709人

15.6%

安全不確認

3,047人

27.8%

安全速度

81人

0.7%

その他

259人

2.4%

各種交通違反

2,186人

20.0%

信号無視
追越し違反
一時不停止 など



【出典】シートベルトの着用状況全国調査（警察庁、日本自動車連盟）

【データ】県・全国（一般道路のみ）、両性、全年齢、2007年～2015年

８ シートベルト着用率の推移

鹿児島県の後部座席シートベルト着用率は、全国に比べて低い水準である

2008年より義務化

（年）
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【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ 【データ】市、両性、全年齢、2015年 ※第１、２当事者のみ、着用不明等除く

９ シートベルト未着用者による交通事故死傷者数

後部座席同乗者のうち、シートベルト未着用者の死傷率が非常に高く
なっている

1,957人

99.2%

252人

98.8%

88人

45.1%

2,297人

94.8%

16人

0.8%

3人

1.2%

107人

54.9%

126人

5.2%0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転者

助手席同乗者

後部座席同乗者

合 計

着用者 未着用者

1,973人

255人

195人

2,423人



【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ 【データ】市、両性、全年齢、2013年～2015年合計 ※第１、２当事者のみ

10 年齢層別の交通事故死傷者数

交通ルールを守らずに死傷した歩行者のうち、高齢者が約４割を占める

計 1,083人

656人

60.6%

427人

39.4%

歩行中の交通事故死傷者数

交通ルールを
守っていた人

交通ルールを
守って
いなかった人

19歳以下

87人

20.4%
20歳代

39人

9.1%

30歳代

25人

5.9%

40歳代

28人

6.6%

50歳代

51人

11.9%60～64歳

28人

6.6%

65歳以上

169人

39.6%



【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ 【データ】市、両性、全年齢、2013年～2015年合計

11 歩行中の交通事故死傷者数と夜光反射材着用率

交通事故死傷者は夜間が４割以上を占め、うち高齢者の割合が多く、
その大部分が夜光反射材を着用せずに事故に遭っている

計 1,111人

641人

57.7%

470人

42.3% 昼

夜

反射材未着用者
459人

19歳以下
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60～64歳
65歳以上

38人
68人
61人
46人
64人
34人

148人

夜間の交通事故死傷者（歩行中）

の９８％が、反射材非着用



90人

45.0%

22人

23.2%

38人

19.0%

41人

43.2%

72人

36.0%

32人

33.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学生

中学生

歩行中 自転車乗車中 車両同乗中

【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ 【データ】市、両性、小・中学生、2013年～2015年合計

12 学齢別・交通事故状態別の交通事故死傷者の状況

中学生は「自転車運転中」に、小学生は「歩行中」に死傷するケースが
多くなっている

95人

200人

自転車乗車中の95％が交通ルール違反



【出典】鹿児島県警察本部（交通企画課）調べ 【データ】市、両性、中学生以下、2013年～2015年合計 ※第１、２当事者のみ

13 学齢別における歩行中の交通事故死傷者の状況

子どもは交通ルールを守らずに交通事故に遭い、死傷するケースが多く、
年齢が下降するほど、その割合は顕著である

128人

21人

89人

2人

11.1%

38人

42.7%

16人

76.2%

56人

43.8%

16人

88.9%

51人

57.3%

5人

23.8%

72人

56.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

未就学児

小学生

中学生

合計

正しい歩行 誤った歩行（交通ルールを守っていない歩行）

18人



【出典】事故やけがに関するアンケート調査 【データ】市、両性、乳幼児・小中学生の保護者、2012年度

14 子どもの保護者が懸念する事故の種類

保護者の多くは、子どもの「交通事故」を懸念している

89.7%

26.2%

53.7%

25.8%

59.4%

17.9%

5.8%

2.3%

0.5%

97.6%

25.4%

29.3%

30.0%

39.4%

3.5%

8.2%

3.1%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通事故

転倒

転落

水難事故

やけど

窒息

中毒

その他

無回答

乳幼児

小中学生

1,181人

1,244人


